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県
議
会
で
は
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
議
事
堂
以
外
の
場
所
に
お
い
て
農
林

水
産
委
員
会（
島
田
幸
三
委
員
長
）お
よ
び

防
災
環
境
商
工
委
員
会（
鈴
木
定
幸
委
員
長
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

【
農
林
水
産
委
員
会
の
開
催
結
果
】

○
日　

時　

十
一
月
十
七
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
一
時

○
場　

所　

筑
西
合
同
庁
舎

○
テ
ー
マ　
「
茨
城
農
林
水
産
業
の
成
長
産

　
　
　
　
　

業
化
の
着
実
な
推
進
」

・
新
た
な
需
要
開
拓
に
向
け
た
輸
出
の
促

進
・
県
オ
リ
ジ
ナ
ル

品
種
な
ど
を
活

用
し
た
ト
ッ
プ

ブ
ラ
ン
ド
化
の

推
進

・
実
需
者
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
加
工
・

業
務
用
野
菜
産

地
の
育
成　

�

ほ
か

【
防
災
環
境
商
工
委
員
会
の
開
催
結
果
】

○
日　

時　

十
一
月
二
十
一
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分

○
場　

所　

潮
来
市
中
央
公
民
館

○
テ
ー
マ　
「
魅
力
あ
る
観
光
産
業
の
振
興
」

・
茨
城
国
体
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
を
見
据
え
た
お
も
て
な

し
の
向
上

・
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
国

内
外
か
ら
の
誘

客
促
進

・
魅
力
あ
る
観

光
地
域
づ
く
り

　
　
　
　

ほ
か

出
前
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

志
賀
秀
之
委
員
（
自
民
）　

太
陽
光
発
電
施

設
に
つ
い
て
は
、
パ
ネ
ル
な
ど
の
発
電
施
設

が
事
業
の
終
了
後
に
確
実
に
撤
去
さ
れ
る
の

か
を
、
特
に
心
配
し
て
い
る
。
今
後
ど
の
よ

う
な
姿
勢
で
こ
の
問
題
に
向
き
合
い
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
の
か
。

知
事　

固
定
価
格
買
取
制
度
終
了
後
に
設
備

が
残
置
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
に
つ
い
て
は
懸

念
を
持
っ
て
お
り
、
事
業
者
が
倒
産
し
て
し

ま
っ
た
場
合
も
含
め
て
、
新
た
な
対
策
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。
事
業
者
ま
た
は
国
の

責
任
に
お
い
て
、
撤
去
処
分
ま
で
含
め
た
適

切
な
制
度
整
備
を
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
も
、
何
か

県
と
し
て
独
自
の
対
策
が
で
き
な
い
か
、

し
っ
か
り
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
投
票
率
向
上
対
策
、
五
浦
海
岸

周
辺
の
崖
の
侵
食
対
策
な
ど
も
質
問
）

川
口
政
弥
委
員
（
自
県
ク
）　

教
育
長
は
、

十
月
末
ま
で
は
、
茨
城
大
学
で
教
員
の
養
成

を
し
て
い
た
と
聞
い
て
い
る
。
教
育
の
成
否

を
左
右
す
る
教
員
の
育
成
に
つ
い
て
、
教
育

長
の
思
い
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
は
。

教
育
長　

「
教
育
は
人
な
り
」
、
「
子
ど
も

た
ち
は
可
能
性
の
塊
で
あ
る
」
、
こ
の
二
つ

を
自
分
の
矜
恃
と
し
て
持
っ
て
い
る
。
教
員

養
成
に
つ
い
て
、
大
学
で
の
養
成
と
教
育
委

員
会
の
研
修
、
学
校
現
場
で
の
校
内
研
修
を

一
本
で
つ
な
ぐ
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

中
学
生
、
高
校
生
対
象
の
教
職
セ
ミ
ナ
ー
や

大
学
生
対
象
の
教
員
養
成
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し
て
教
員
の
魅
力
を

伝
え
、
志
願
者
を
増
や
し
採
用
後
に
私
た
ち

が
教
員
を
育
て
る
、
そ
の
一
本
の
流
れ
を

作
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
国
道
六
号
の
四
車
線
化
、
県
道

取
手
東
線
バ
イ
パ
ス
の
整
備
な
ど
も
質
問
）

設
楽
詠
美
子
委
員
（
民
進
）　

子
ど
も
た
ち

の
む
し
歯
予
防
の
た
め
に
、
フ
ッ
化
物
応
用

を
含
め
た
、
家
庭
な
ど
で
の
セ
ル
フ
ケ
ア
、

保
育
所
や
教
育
施
設
な
ど
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ケ
ア
、
歯
科
医
院
で
の
定
期
的
な
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
の
充
実
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

子
ど
も
が
か
か
り
や
す
い
む
し
歯
予

防
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

子
ど
も
の
み
な
ら
ず
高
齢
者
も
含
め
て
、
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
適
切
な
口
腔
ケ
ア

を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
生
涯
に

わ
た
り
定
期
的
に
受
診
で
き
る
、
か
か
り
つ

け
歯
科
医
を
持
つ
こ
と
な
ど
の
大
切
さ
に
つ

い
て
、
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
教
員
の
多
忙
化
解
消
、
全
て
の

人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
国
体
・
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
会
場
の
整
備
な
ど
も
質
問
）

江
尻
加
那
委
員
（
共
産
）　

東
海
第
二
原
発

の
運
転
を
二
十
年
延
長
さ
せ
る
申
請
が
出
さ

れ
た
が
、
燃
料
プ
ー
ル
や
乾
式
キ
ャ
ス
ク
に

あ
る
使
用
済
燃
料
は
貯
蔵
容
量
の
ほ
ぼ
満
杯

で
あ
る
。
仮
に
再
稼
働
し
た
場
合
、
最
大
で

も
約
五
年
分
し
か
貯
蔵
で
き
な
い
。
六
ヶ
所

再
処
理
工
場
は
本
格
稼
働
で
き
ず
、
高
レ
ベ

ル
廃
棄
物
の
地
層
処
分
の
展
望
も
な
い
。
核

の
ゴ
ミ
を
増
や
す
再
稼
働
は
認
め
ら
れ
な
い

と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

使
用
済
燃
料
に
つ
い
て
は
、
今
後
は

発
電
所
敷
地
内
に
加
え
、
青
森
県
む
つ
市
に

建
設
中
の
乾
式
貯
蔵
施
設
で
貯
蔵
す
る
計
画

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
当
面
の
使
用
済
燃
料

の
貯
蔵
能
力
は
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

（
ほ
か
に
、
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減
、

高
次
脳
機
能
障
害
者
支
援
、
重
症
心
身
障
害

児
・
者
支
援
と
地
域
包
括
ケ
ア
な
ど
も
質
問
）

安
藤
真
理
子
委
員
（
自
民
）　

開
催
ま
で
二

年
を
切
っ
た
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

準
備
状
況
に
お
い
て
、
競
技
会
場
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
対
策
の
進
捗
お
よ
び
三
千
五
百
人
が

必
要
と
さ
れ
る
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
・
確
保
の
現
状
は
。

国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
局
長　

昨
年

度
は
各
競
技
会
場
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
調
査
を

行
い
、
今
年
度
は
そ
の
調
査
結
果
な
ど
を
基

に
競
技
会
場
整
備
基
本
設
計
を
策
定
し
て
い

る
。
来
年
度
は
各
競
技
会
場
で
必
要
な
設
備

の
種
類
や
数
な
ど
を
決
定
す
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
十
月
か
ら
募
集
を
開
始

し
延
べ
千
五
百
人
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ

る
。
三
十
年
十
月
か
ら
研
修
を
開
始
す
る
と

と
も
に
引
き
続
き
周
知
と
募
集
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
小
学
校
で
の
フ
ッ
化
物
洗
口
の

実
施
、
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
な
ど
も
質
問
）

本
澤
徹
委
員
（
無
所
属
）　

森
林
湖
沼
環
境

税
を
活
用
し
、
下
水
道
へ
の
接
続
補
助
を
行

う
市
町
村
に
助
成
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ

り
個
人
の
負
担
は
ど
の
程
度
軽
減
さ
れ
る
の

か
。
ま
た
、
下
水
道
未
接
続
世
帯
の
解
消
の

た
め
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

土
木
部
長　

霞
ヶ
浦
流
域
で
は
、
下
水
道
供

用
開
始
後
三
年
以
内
に
接
続
し
た
世
帯
に
、

市
町
村
は
県
支
援
も
含
め
三
万
二
千
円
か
ら

十
万
円
を
補
助
し
て
お
り
、
負
担
は
十
％
か

ら
三
十
％
程
度
軽
減
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
霞
ヶ
浦
流
域
限
定
で
、
供
用
開
始

後
四
年
目
以
降
の
世
帯
も
補
助
の
対
象
と
す

る
ほ
か
、
高
齢
者
ま
た
は
児
童
が
い
る
一
定

の
年
収
以
下
の
世
帯
を
対
象
に
工
事
費
を
全

額
補
助
す
る
拡
充
を
考
え
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、選
挙
制
度
の
適
切
な
運
用
も
質
問
）

先
﨑
光
委
員
（
自
民
）　

県
産
品
の
輸
出
促

進
に
当
た
っ
て
は
ジ
ェ
ト
ロ
茨
城
の
活
用
が

ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
そ
の
連
携
を
深
め
る
と

と
も
に
、
貿
易
公
社
の
よ
う
な
総
合
的
な
窓

口
が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

県
で
は
ジ
ェ
ト
ロ
茨
城
と
連
携
し
、

商
談
機
会
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

共
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
成
功
事
例
を
紹

介
す
る
な
ど
し
、
成
果
を
茨
城
全
体
に
広
げ

る
と
と
も
に
、
市
町
村
な
ど
と
情
報
を
共
有

し
輸
出
品
の
掘
り
起
こ
し
に
取
り
組
む
な
ど
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
輸
出
促
進

に
全
力
で
取
り
組
む
。
総
合
窓
口
の
設
置
が

重
要
で
あ
り
、
輸
出
を
一
元
的
に
担
う
専
門

組
織
な
ど
推
進
体
制
の
検
討
を
進
め
、
そ
の

上
で
貿
易
公
社
の
有
効
性
を
研
究
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、
高
齢
者
の
運
転
免
許
自
主
返
納
、

小
・
中
学
校
教
員
の
負
担
軽
減
な
ど
も
質
問
）

高
崎
進
委
員
（
公
明
）　

障
が
い
者
の
雇
用

促
進
は
社
会
全
体
の
課
題
で
あ
り
、
特
に
県

は
民
間
企
業
の
模
範
と
な
る
よ
う
率
先
し
て

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
今
後
の
障
害
者
雇

用
促
進
法
の
改
正
に
伴
い
、
さ
ら
な
る
雇
用

促
進
に
向
け
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

総
務
部
長　

障
が
い
者
雇
用
を
促
進
し
て
い

く
た
め
に
は
、
自
治
体
な
ど
の
公
的
機
関
が

率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

知
事
部
局
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
障
が
い
者
の

採
用
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
法
定
雇
用
率
を
満
た
し
て
い
る
状
況

に
あ
る
。
来
年
度
か
ら
、
県
内
各
地
域
の
県

民
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
嘱
託
職
員
に
よ
る
障

が
い
者
雇
用
を
検
討
す
る
な
ど
、
今
後
と
も
、

雇
用
の
促
進
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
県
民
の
健
康
増
進
、
本
県
畜
産

業
の
振
興
、
自
殺
対
策
な
ど
も
質
問
）

石
井
邦
一
委
員
（
自
民
）　

茨
城
の
森
林
を

荒
廃
か
ら
よ
み
が
え
ら
せ
、
森
林
を
守
り
育

む
た
め
の
森
林
湖
沼
環
境
税
は
、
二
期
十
年

に
わ
た
り
取
り
組
ま
れ
た
大
変
重
要
な
政
策

で
あ
る
。
今
般
、
四
年
延
長
す
る
条
例
案
が

提
案
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ

き
延
長
を
決
断
し
た
の
か
。

知
事　

こ
れ
ま
で
希
薄
で
あ
っ
た
、
林
業
経

営
を
自
立
化
さ
せ
て
、
補
助
金
に
頼
ら
ず
長

期
に
わ
た
り
森
林
管
理
を
行
う
と
い
う
視
点

に
立
ち
、
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
と

し
た
。
例
え
ば
、
経
営
上
、
立
地
条
件
が
悪

い
人
工
林
は
環
境
林
と
し
て
広
葉
樹
林
化
を

進
め
る
な
ど
、
新
た
な
発
想
で
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
と
考
え
、
延
長
を
判
断
し
た
。

（
ほ
か
に
、
木
育
の
推
進
に
よ
る
県
民
意
識

の
醸
成
、
県
産
木
材
利
用
の
見
え
る
化
推
進

な
ど
も
質
問
）

予 算 特 別 委 員 会

志し

が賀　
　

秀ひ
で
ゆ
き之

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

川か
わ
ぐ
ち口　

　

政ま
さ
や弥

（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

設し
だ
ら楽　

詠え

み

こ
美
子
（
民　
　

進　
　

党
）

江え
じ
り尻　

　

加か

な那
（
日
本
共
産
党
）

安あ
ん
ど
う藤　

真ま

り

こ
理
子
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

本ほ
ん
ざ
わ澤　

　
　

徹
と
お
る

（
無　
　

所　
　

属
）

先ま
っ
さ
き﨑　

　
　

光
ひ
か
る

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

高た
か
さ
き崎　

　
　

進
す
す
む

（
公　
　

明　
　

党
）

石い
し
い井　

　

邦く
に
か
ず一

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者

予 算 特 別 委 員 会


